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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第３四半期累計期間
第34期

第３四半期累計期間
第33期

会計期間
自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日

自　平成27年３月１日
至　平成27年11月30日

自　平成26年３月１日
至　平成27年２月28日

売上高 （千円） 1,373,053 1,702,680 2,177,369

経常利益又は経常損失（△） （千円） △62,628 51,230 43,140

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）
（千円） △66,306 46,087 37,502

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 496,310 496,310 496,310

発行済株式総数 （千株） 2,081 2,081 2,081

純資産額 （千円） 924,028 1,054,162 1,027,490

総資産額 （千円） 2,601,226 2,738,278 2,733,691

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △34.59 24.04 19.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10.00

自己資本比率 （％） 35.5 38.5 37.6

 

回次
第33期

第３四半期会計期間
第34期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成26年９月１日
至　平成26年11月30日

自　平成27年９月１日
至　平成27年11月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △0.26 6.88

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、四半期財務諸表等規則第12条の規定により、関連会社の損益

等に重要性が乏しいため記載を省略しております。

４．第33期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第33期及び第34期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社の事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当社は、当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、国内大手企業の業績は円安も一段落し、大手輸出関連企業の業績

は堅調であるものの、第２四半期累計期間までの勢いはなく、緩やかに回復すると見られていた景気は足踏み状態

が続いております。また、企業の設備投資も業種や地域によって景況感に格差があり、厳しい状況であります。

　こうした状況の中、当第３四半期累計期間における、国内ＩＴ関連投資に関しても、前半は設備投資需要の回復

により、前年に比べ増加傾向にありましたが、当第３四半期累計期間は前年並みに推移しております。

　このような環境の下、当社ではＯＥＭ製品について、開発から販売部門までの一貫した組織の更なる強化によ

り、新規ＯＥＭ先の開拓、納入先の仕様に合わせカスタマイズされたＯＥＭ製品の開発により、受注獲得に努めて

まいりました。一方、主力製品であるCloudyシリーズの容量拡大による売上高の拡大、プロミス・テクノロジー製

の製品群販売強化及びサポート・サービスの充実に継続して取り組んでまいりました。また、小規模オフィス向け

デスクトップ型ＮＡＳソリューションの販売は順調に伸びております。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は1,702百万円（前年同期比24.0％増）と大幅に増加しました。製

品売上に関しては、ＯＥＭ向けの製品（ミラー製品、小型ＮＡＳ）の出荷は649百万円（前年同期比10.5％増）と

順調に伸び、ストレージ製品の内、ＲＡＩＤの販売はプロミス・テクノロジー製等の拡販により、319百万円（前

年同期比26.7％増）と成果を挙げました。更に、ＮＡＳ製品の出荷もCloudyシリーズが大幅な伸び（前年同期比

42.0％増）により、ストレージ本体及び周辺機器を含む製品売上高は、ＯＥＭ製品と合わせ、全体で1,235百万円

（前年同期比21.0％増）と大幅に増加しました。

　商品売上は、ソリューション販売による付随的他社商品の売上が増加し264百万円（前年同期比67.8％増）と大

幅増加となりました。

　また、サービス売上は202百万円（前年同期比4.4％増）と微増でありました。これは、製品売上の伸びに伴う保

守契約売上の新規契約は増加したものの、長期保守契約により、全てを当期の売上に計上できないことによるもの

であります。

　一方、損益面につきましては、売上総利益率は前年並みの24.6％でありましたが、売上総利益額は売上高の増加

により419百万円（前年同期比26.5％増）と増益であり、更に開発費等の削減による販売管理費の減少（前年同期

比6.8％減）により、営業利益62百万円（前年同期は営業損失51百万円）、経常利益51百万円（前年同期は経常損

失62百万円）、四半期純利益46百万円（前年同期は四半期純損失66百万円）となりました。

 

　品目別の売上高は、次のとおりであります。

期　別 前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間  前事業年度

  
自　平成26年３月１日

至　平成26年11月30日

自　平成27年３月１日

至　平成27年11月30日

自　平成26年３月１日

至　平成27年２月28日

品 目 別 金　額 前年同期比 金　額 前年同期比 金　額 前期比

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 ストレージ本体 970 △4.5 1,193 23.1 1,535 3.7

 周 辺 機 器 51 △5.4 41 △18.1 94 19.4

製 品 小 計 1,021 △4.5 1,235 21.0 1,630 4.5

商　　　 品 157 △18.2 264 67.8 281 1.7

サ ー ビ ス 194 △4.8 202 4.4 265 △3.9

合　　　 計 1,373 △6.3 1,702 24.0 2,177 3.0
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(2）財政状態の分析

　資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して４百万円増加し2,738百万円となりまし

た。変動の主なものは、現金及び預金の243百万円の増加、たな卸資産の110百万円の増加、売上債権の354百万円

の減少等であります。

　負債は、前事業年度末と比較して22百万円減少し1,684百万円となりました。変動の主なものは、仕入債務の77

百万円の減少、未払金の14百万円の減少、借入金（１年内返済を含む）の76百万円の増加等であります。

　純資産は、前事業年度末と比較して26百万円増加し1,054百万円となりました。変動の主なものは、利益剰余金

の26百万円の増加等によるものであり、自己資本比率は38.5％となりました。

 

(3）対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は68百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,081,000 2,081,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 2,081,000 2,081,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　　       該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 平成27年９月１日～

 平成27年11月30日
－ 2,081,000 － 496,310 － 105,515

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　記載することができないことから、直前の基準日（平成27年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　　ります。

①【発行済株式】

平成27年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　 164,100
－ －

 完全議決権株式（その他） 普通株式    1,916,600                 19,166 －

 単元未満株式 普通株式　　　　　 300 － －

 発行済株式総数 　　　　　　 2,081,000 － －

 総株主の議決権 － 　　　　　　　　 19,166 －

 

②【自己株式等】

平成27年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

株式会社ニューテック
東京都港区浜松町

二丁目７番19号
164,100 － 164,100 7.8

計 － 164,100 － 164,100 7.8

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年９月１日から平成27

年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年３月１日から平成27年11月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、ひので監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けている日之出監査法人は、平成27年７月１日に名称変更し、ひので監査法人と

なりました。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社ニューテック(E02072)

四半期報告書

 7/14



１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成27年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,560,657 1,803,723

受取手形及び売掛金 746,862 392,226

商品及び製品 60,122 101,918

仕掛品 51,685 51,907

原材料 134,104 202,274

前払費用 75,288 83,657

その他 2,168 3,216

貸倒引当金 △141 △141

流動資産合計 2,630,747 2,638,783

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 12,709 12,028

工具、器具及び備品（純額） 12,298 10,233

有形固定資産合計 25,007 22,262

無形固定資産   

その他 2,619 2,430

無形固定資産合計 2,619 2,430

投資その他の資産   

投資有価証券 51,320 50,846

関係会社株式 3,000 3,000

差入保証金 19,859 19,859

長期前払費用 1,137 1,096

投資その他の資産合計 75,316 74,802

固定資産合計 102,944 99,495

資産合計 2,733,691 2,738,278

負債の部   

流動負債   

買掛金 230,461 153,228

1年内返済予定の長期借入金 503,167 480,687

未払金 41,964 27,818

未払法人税等 2,927 3,948

製品保証引当金 22,883 22,696

未払費用 37,213 24,318

前受収益 283,838 314,910

預り金 5,405 2,715

その他 23,054 18

流動負債合計 1,150,915 1,030,341

固定負債   

長期借入金 549,585 648,328

資産除去債務 4,294 4,351

繰延税金負債 1,405 1,095

固定負債合計 555,285 653,775

負債合計 1,706,200 1,684,116
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年２月28日)
当第３四半期会計期間
(平成27年11月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 496,310 496,310

資本剰余金 516,925 516,925

資本準備金 105,515 105,515

その他資本剰余金 411,410 411,410

利益剰余金 90,776 117,696

自己株式 △78,265 △78,265

株主資本合計 1,025,746 1,052,666

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,743 1,496

評価・換算差額等合計 1,743 1,496

純資産合計 1,027,490 1,054,162

負債純資産合計 2,733,691 2,738,278
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年11月30日)

売上高 1,373,053 1,702,680

売上原価 1,041,725 1,283,650

売上総利益 331,327 419,030

販売費及び一般管理費 382,733 356,674

営業利益又は営業損失（△） △51,406 62,356

営業外収益   

受取利息 174 183

受取配当金 15 15

為替差益 767 3,605

その他 1,820 101

営業外収益合計 2,777 3,905

営業外費用   

支払利息 12,502 12,774

その他 1,496 2,257

営業外費用合計 13,999 15,031

経常利益又は経常損失（△） △62,628 51,230

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △62,628 51,230

法人税、住民税及び事業税 3,744 5,226

法人税等調整額 △66 △82

法人税等合計 3,678 5,143

四半期純利益又は四半期純損失（△） △66,306 46,087
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成27年３月１日
至 平成27年11月30日）

減価償却費 10,171千円 6,877千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年４月11日

取締役会
普通株式 19,168 10.00  平成26年２月28日  平成26年５月７日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年11月30日）

　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年４月10日

取締役会
普通株式 19,168 10.00  平成27年２月28日  平成27年５月12日 利益剰余金

 

（持分法損益等）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

　　利益基準及び剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年11月30日）

　　利益基準及び剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

　　当社は、ストレージ（外部記憶装置）本体及び周辺機器の開発、製造、販売及び保守サービスを行う単一

　セグメントであるため、記載を省略しております。

 

　Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年11月30日）

　　当社は、ストレージ（外部記憶装置）本体及び周辺機器の開発、製造、販売及び保守サービスを行う単一

　セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△34円59銭 24円04銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△66,306 46,087

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
△66,306 46,087

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,916 1,916

（注）１．前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年１月13日

株式会社ニューテック

取締役会　御中

 

ひので監査法人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 星川　明子　　　印

 

 

 
指 定 社 員
業務執行社員
 

 公認会計士 吉村　潤一　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニュー

テックの平成27年３月１日から平成28年２月29日までの第34期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年９月１日から平

成27年11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年３月１日から平成27年11月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニューテックの平成27年11月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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